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【児童の実態（高学年）】 

 ・ 多様な動植物や地域の財に関心をもっている児童が多 

  く、楽しみながら学ぼうとする姿が見られる。 

・ 課題を解決するために、自分の考えを積極的に伝えた 

り、地域で活動したりしていこうとする態度を育む必要 

がある。 

 ・ 課題の設定→習得→探究→まとめ→発信といった 

問題解決型の学習に取り組むことが難しい。 

 ・ 他者の思いや考えを受け入れながら、協働的に学習へ 

  取り組もうとする態度を育む必要がある。 

 ・ 地球温暖化や武蔵村山市のゴミ問題などの、環境問題 

に関心をもっている児童が少なくない。 

 

 

未来の環境について考えること 習得の質 / 習得に立ち返る探究＝サイクル 

 これからを生きる子供たちは、多種多様な社会問題・環境

問題と向き合っていくこととなる。仲間と協働して課題を解

決しながら、よりよい社会を創っていくことは容易なことで

はないが、そのための力を児童に身に付けることは、昨今の

教育に求められていることである。 

地球温暖化や気候変動等の環境問題をきっかけに、地域や

世界の課題に目を向け、自分たちにできることを考えていく

ことは、持続可能な社会づくりを進める上で重要である。 

地域から世界へと見つめる舞台が大きく広がっていくが、

地域で社会の課題に取り組む人々と共に活動することで自分

の身近な問題として考えさせていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 習得と探究は表裏一体であると捉えている。どの学びに

おいても、習得と探究の段階を行き来しながら進めること

ができれば、より深く思考を巡らせ、物事を多角的に捉え

たり判断したりすることのできる能力を育むことができる

のではないだろうか。 

② 習得の段階では、基礎・基本的な知識及び技能を児童に

しっかりと身に付けさせることができれば児童は課題を正

確に捉えたり、課題の解決を図ったりすることができるよ

うになるのではないだろうか。 

 

以上の仮説から、習得の段階では、児童自身で課題に関す

る調べ学習を行うだけでなく、教えるべきことはしっかりと

教えるという指導者側による指導を充実させることも必要不

可欠であると考える。 

また、「教え込む」ではなく、「教えて子供が考える」授業

の進め方が、学びの質を高めるのではないかと考える。 

以下が、習得と探究のサイクル図であり、目指す児童像に

近付くための手立てとしている。 

              

カリキュラム・マネジメント 

             総合的な学習の時間を軸に行       

             い、教科横断的にどの学習に 

             おいても左図の仕組みを徹底

しながら学びを積み重ねる。 

 

 

【研究仮説】 

個別の時間を活用して習得段階での学びの質を高めたり、ファシリテーションの側面から深い学びができ

る環境づくりを充実させたりすることで、自身の学びを SDGs や未来と繋げて捉え自己の課題として解決す

るために、習得と探究のサイクルを回しながら学び続けていこうとする児童が育成できるのではないか。 

目指す児童の姿 

 
 自ら課題を見出し、課題を自分
事として捉えながら解決に向けた
手立てを考え、他者と協力しなが
らよりよい社会・環境を創ってい
こうとする子。 
 
（中学校へと） 

 

 

 

 

未来の環境について考えること 

習得の質 / 習得に立ち返る探究＝サイクル 

里山学習 

まちづくり 

地球温暖化 
生物多様性 

再生可能エネルギー 

持続可能な～ 

ごみ問題 
SDGs 


